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千せ
ん

家か

詩し

と
は
、
中
国
の
唐
五
代
、
宋
代
お
よ
び
明
代
の
近
体
詩

（
絶
句
と
律
詩
）
の
み
を
集
め
た
比
較
的
小
規
模
な
詩
歌
選
集
で
あ
る
。

中
国
で
は

三
字
経

百
家
姓

千
字
文

と
並
ん
で

三
百
千
千

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
古
く
か
ら
通
俗
的
啓
蒙
書
と
し
て
人
気
が
あ
る
。

中
で
も

千
家
詩

は
子
供
向
け
の
初
歩
的
な
漢
詩
読
本
と
し
て
普
及

し
、
誰
も
が
よ
く
知
る
名
作
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
五

言
絶
句
で
は
孟
浩
然
の

春
暁

な
ど
、
七
言
絶
句
で
は
張
継
の

楓
橋

夜
泊

な
ど
で
あ
る
。
中
国
で
は
そ
の
後
、
清
の

こ
う

塘と
う

退た
い

士し

こ
と
孫そ
ん

洙し
ゅ

が

千
家
詩

の
問
題
点
（
後
述
）
を
克
復
す
る
べ
く
新
た
に

唐
詩
三
百

首

を
編
集
し
、
以
後
は
こ
ち
ら
の
方
が
唐
詩
選
集
の
定
番
と
な
っ
た
観

が
あ
る
。
と
は
言
え
、
唐
詩
三
百
首

が
完
全
に

千
家
詩

に
取
っ
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て
代
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
で
も

千
家
詩

は
根
強
い
人
気
を

誇
り
、
様
々
な
版
が
毎
年
の
よ
う
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
言
え

ば
、
小
倉
百
人
一
首

か

い
ろ
は
が
る
た

の
よ
う
な
大
衆
的

古

典

と
考
え
れ
ば
、
当
た
ら
ず
と
い
え
ど
も
遠
か
ら
ず
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
中
国
で
出
版
さ
れ
て
い
る

千
家
詩

の
テ
キ
ス
ト
は
、
細
部
に

様
々
な
異
同
は
存
在
す
る
も
の
の
、
順
に
七
言
絶
句
九
十
四
首
、
七
言
律

詩
四
十
八
首
、
五
言
絶
句
三
十
九
首
、
五
言
律
詩
四
十
五
首
、
合
計
二
二

六
首
を
収
録
す
る
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
七
言
の
部
分
は
南

宋
末
の
人
で
あ
る
謝し

ゃ

枋ぼ
う

得と
く

が
編
集
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
名
を
冠
し
て

謝

枋
得

千
家
詩

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
後
、
明
末
清
初

（
一
七
世
紀
の
初
頭
）
の
人
で
あ
る
王
相
は
七
言

千
家
詩

に
注
を
施

し
、
ま
た
独
自
に
五
言
の

千
家
詩

を
編
集
し
た
。
こ
の
時
点
で
、

千
家
詩

は
ほ
ぼ
現
在
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ（
）る。

　

さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
中
国
で
は
古
く
か
ら
人
気
の
あ
る

千
家
詩

で
あ
る
が
、
日
本
で
は
中
国
文
学
の
専
門
家
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
書
物
で
あ
ろ
う
。
日
本
人
に
と
っ
て
な
じ
み
深
い
作
品
も
少
な

か
ら
ず
収
録
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
管
見
の
限
り
、
こ
の
書
物

全
体
の
訳
注
は
、
少
な
く
と
も
戦
後
の
日
本
で
は
発
行
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
唐
詩
の
代
表
的
な
選
集
で
あ
る

三
体
詩

唐
詩
選

唐
詩
三

百
首

な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
種
類
も
の
全
訳
注
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
差
は
一
体
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

塘
退
士
の

唐
詩
三

百
首

原
序
は

千
家
詩

の
問
題
点
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
　

世
俗
児
童
就
学
、
即
授

千
家
詩
。
取
其
易
於
成
誦
、
故
流
伝

不
廃
。
但
其
詩
随
手
掇
拾
、
工
拙
莫
弁
、
且
止
五
七
律
絶
二
体
、
而

唐
宋
人
又
雑
出
其
間
、
殊
乖
体
製
。

　
　
　

俗
世
間
の
子
ど
も
た
ち
は
勉
強
を
は
じ
め
る
と
、
す
ぐ
に

千
家

詩

を
学
ば
さ
れ
る
。
そ
の
詩
は
暗
誦
し
や
す
い
の
で
、
流
伝
し
て

す
た
れ
る
こ
と
が
な
い
。
た
だ
そ
の
詩
は
無
造
作
に
拾
集
さ
れ
て
い

て
、
工
拙
を
区
別
せ
ず
、
し
か
も
五
言
・
七
言
の
律
詩
と
絶
句
の
二

体
に
限
ら
れ
、
唐
宋
の
詩
人
が
入
り
混
じ
っ
て
い
て
、
殊
の
外
体
裁

が
ち
ぐ
は
ぐ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
退
士
が
指
摘
す
る

千
家
詩

の
問
題
点
は
、
主
に
次

の
三
点
で
あ
る
。

　
（
一
）
名
作
と
凡
作
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
。

　
（
二
）
作
品
が
五
言
と
七
言
の
近
体
詩
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
（
三
）
唐
詩
と
宋
詩
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
。

　

の
み
な
ら
ず
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
以
下
に
思
い
つ
く
ま
ま
に
列
挙
し
て
み
た
い
。
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一
、
七
言
の
部
分
（
特
に
絶
句
の
部
分
）
は
、
四
季
を
た
ど
る
歳
時
記

的
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国
人
に
と
っ
て
は
な
じ
み

深
い
年
中
行
事
も
、
日
本
人
に
は
な
じ
み
が
な
い
も
の
が
多
く
、

一
々
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
元
日
に
爆
竹
を
鳴
ら
す
、

寒
食
節
に
は
火
を
使
わ
ず
、
煮
炊
き
を
し
な
い
、
な
ど
。
ま
た
歳
時

記
と
し
て
も
、
絶
句
の
部
分
は
春
の
詩
が
過
半
を
占
め
、
残
り
の
三

つ
の
季
節
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
あ
ま
り
良
く
な
い
。

　

一
、
古
い
時
代
の
宮
中
の
伝
統
行
事
を
う
た
う
詩
が
多
く
、
一
般
の
読

者
に
は
な
お
さ
ら
な
じ
み
が
な
い
。
そ
れ
以
外
に
も
、
現
代
の
平
均

的
な
日
本
人
の
感
覚
か
ら
遠
い
作
品
が
少
な
く
な
い
。

　

一
、
七
言
の
部
分
は
唐
詩
と
宋
詩
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
の
に
、
五
言

の
部
分
は
唐
詩
の
み
で
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
体
裁
が
不
統
一
で
あ

る
。

　

一
、
三
体
詩

唐
詩
選

唐
詩
三
百
首

に
つ
い
て
は
す
で
に
全

訳
注
が
あ
る
の
で
、
唐
詩
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
名
作
を
読
み
た
け
れ

ば
、
そ
れ
で
十
分
間
に
合
う
。
実
際
、
五
言
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
が

唐
詩
選

と
重
複
し
て
お
り
、
今
さ
ら
紹
介
す
る
必
要
が
な
い
。

　

一
、
七
言
絶
句
の
部
分
が
、
北
宋
の
儒
者
で
あ
る
程て

い

顥こ
う

の
、
こ
れ
と

言
っ
て
面
白
く
も
な
い
詩
で
始
ま
る
。
こ
の
こ
と
に
抵
抗

0

0

を
感
じ
る

読
者
は
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
南
宋
の
朱し
ゅ

熹き

・
張ち
ょ
う
し
ょ
く

な

ど
、
道
学
者
の
詩
が
少
な
く
な
い
。
書
物
全
体
に
漂
う
道
学
臭
が
や

り
切
れ
な
い
。
そ
う
か
と
思
う
と
、
仏
教
の
僧
侶
や
道
教
の
道
士
の

詩
な
ど
も
ま
じ
っ
て
い
て
、
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
。

　

一
、
七
言
の
部
分
の
最
後
は
、
明
の
世
宗
（
嘉
靖
帝　

在
位
一
五
二
一

〜
一
五
六
六
）
の
詩
と
称
す
る
七
言
律
詩
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
何
と
も
唐
突
で
ち
ぐ
は
ぐ
な
印
象
を
与
え
る
。
し
か
も

そ
の
内
容
は
、
反
乱
の
鎮
圧
に
向
か
う
大
将
を
見
送
る
詩
で
、
現
代

の
基
本
的
な
価
値
観
に
合
わ
な
い
。
い
か
に
も
勇
ま
し
い
感
じ
の
詩

な
の
で
、
古
い
時
代
の
子
ど
も
達
に
は
人
気
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
が
。

　

一
、
学
術
的
な
問
題
と
し
て
、
古
い
テ
キ
ス
ト
に
は
作
者
の
間
違
い
が

非
常
に
多
い
。
も
と
も
と
が
営
利
目
的
の
通
俗
的
な
出
版
物
で
あ
る

た
め
で
あ
ろ
う
が
、
今
日
か
ら
見
る
と
い
か
に
も
杜
撰
な
印
象
を
受

け
る
。
の
み
な
ら
ず
、
た
と
え
ば
、
唐
・
杜
牧
の
作
と
さ
れ
る

清

明

の
よ
う
に
、
作
者
の
信
憑
性
に
乏
し
い
作
品
が
少
な
か
ら
ず
含

ま
れ
て
い（
）る。

等
々
。

　

他
に
も
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
く
ら
い
に
し
て
お
こ
う
。
要
す
る
に

千
家
詩

の
原
書
は
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
あ
る
、
か
な
り
杜
撰
な
テ

キ
ス
ト
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
真
面
目
な
学
者
の
先
生
方
が
敬
遠
す

る
の
も
無
理
は
な
い
。
清
代
に
は

四
庫
全
書

と
い
う
大
規
模
な
編
纂

事
業
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
も

千
家
詩

は
収
録
さ
れ
て
い
な

い
。
つ
ま
り
そ
の
当
時
か
ら
、
通
俗
的
な
読
み
物
と
し
て
の
人
気
は
あ
っ

て
も
、
学
術
的
な
価
値
の
あ
る
古
典
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
現
代
中
国
で
は
、
作
者
の
間
違
い
な
ど
を
訂
正
し
た
上

で
、
多
く
の
版
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
中
国
古
典
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文
学
の
専
門
家
は
誰
も
本
気
で

千
家
詩

の
訳
注
に
取
り
組
ま
ず
、
か

と
言
っ
て
非
専
門
家
に
は
難
し
す
ぎ
て
手
に
負
え
ず
で
、
ほ
と
ん
ど
放
置

さ
れ
た
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
い
よ
い
よ
本
題
に
入
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
次
第
で
、
千
家
詩

全
体
の
日
本
語
訳
注
は
い
ま
だ

に
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
後
か
ら
付
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
五
言

の
部
分
は
と
も
か
く
、
七
言
の
部
分
だ
け
で
も
ど
う
に
か
で
き
な
い
か
と

考
え
、
あ
れ
こ
れ
研
究
を
重
ね
て
い
る
所
で
あ
る
。
七
言
に
限
定
す
れ

ば
、
絶
句
九
十
四
首
、
律
詩
四
十
八
首
、
合
計
一
四
二
首
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
手
は
じ
め
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
現
在
ま
で
の
所
ど
の
程
度
一
般

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調
査
し
て
み
た
の
で
、
次
に
そ
の
結
果
を
発

表
す
る
こ
と
に
し
た
い
。（
以
下
、
人
名
は
す
べ
て
敬
称
略
）

　

ま
ず
、
三
体
詩

唐
詩
選

唐
詩
三
百
首

に
つ
い
て
。
南
宋
・

周
弼
撰

三
体
詩

に
つ
い
て
は
村
上
哲
見

三
体
詩
（
朝
日
新
聞

社
、
一
九
六
六
）
を
、
伝
明
・
李
攀
龍
撰

唐
詩
選

に
つ
い
て
は
前
野

直
彬

唐
詩
選
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
、
六
三
）
を
、
清
・

塘
退

士
撰

唐
詩
三
百
首

に
つ
い
て
は
目
加
田
誠

唐
詩
三
百
首
（
平
凡

社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
五
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
た
。
こ
れ
ら
の
書
物

に
は
当
然
そ
れ
以
外
の
著
者
に
よ
る
訳
注
も
存
在
す
る
が
、
す
べ
て
を
参

照
す
る
こ
と
は
し
て
い
な（
）い。

　

次
に
、
そ
れ
以
外
の
主
な
参
考
文
献
を
列
挙
す
る
。
著
者
名
は
五
十
音

順
。
同
一
著
者
に
複
数
の
著
作
の
あ
る
場
合
は
、
適
宜
順
序
を
調
整
し

た
。
な
お
、
戦
後
（
一
九
四
五
以
後
）
に
初
版
が
発
行
さ
れ
た
文
献
に
限

る
。

　

ま
ず
、
漢
詩
解
説
辞
典
の
類
。

　

石
川
忠
久

漢
詩
鑑
賞
辞
典
（
講
談
社
、
二
〇
〇
九
）
以
下

石
川

鑑
賞
辞
典

　

前
野
直
彬

唐
詩
鑑
賞
辞
典
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
〇
）
以
下

前
野

唐
詩
鑑
賞

　

同
右

宋
詩
鑑
賞
辞
典
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
七
）
以
下

前
野

宋
詩
鑑
賞

　

松
浦
友
久

校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
七
）
以

下

松
浦

解
釈
辞
典

　

同
右

続
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
〔
付
〕
歴
代
詩
（
大
修
館
書
店
、
二

〇
〇
一
）
以
下

松
浦

続
解
釈
辞
典

　

向
島
成
美

李
白
と
杜
甫
の
事
典
（
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
九
）
以

下

向
島

李
杜
の
事
典

　

次
に
、
個
別
の
詩
人
選
集
の
類
。

　

靑
木
正
兒

漢
詩
選

李
白
（
集
英
社
、
一
九
九
六
）
以
下

靑
木

李
白
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荒
井
健

中
国
詩
人
選
集
二
集

黄
庭
堅
（
岩
波
書
店
、
一
九
六

三
）
以
下

荒
井

黄
庭
堅

　

石
川
忠
久

王
維
一
〇
〇
選
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
七
）
以
下

石
川

王
維

　

同
右

李
白
一
〇
〇
選
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
一
九
九
八
）（
文
中
未
掲

載
）

　

同
右

杜
甫
一
〇
〇
選
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
一
九
九
八
）
以
下

石
川

杜
甫

　

同
右

杜
牧
一
〇
〇
選
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
四
）
以
下

石
川

杜
牧

　

同
右

蘇
東
坡
一
〇
〇
選
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
一
）
以
下

石

川

蘇
東
坡

　

岩
垂
憲
徳
・
釈
清
潭
・
久
保
天
随
訳
注

蘇
東
坡
全
詩
集
（
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
八
）
以
下

岩
垂
他

蘇
東
坡

　

小
川
環
樹

中
国
詩
人
選
集
二
集

蘇
軾
上
（
岩
波
書
店
、
一
九
六

二
）
以
下

小
川

蘇
軾
上

　

同
右

中
国
詩
人
選
集
二
集

蘇
軾
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
）

以
下

小
川

蘇
軾
下

　

小
川
環
樹
・
山
本
和
義
選
訳

蘇
東
坡
詩
選
（
岩
波
書
店
、
一
九
七

五
）（
文
中
未
掲
載
）

　

小
川
環
樹
・
都
留
春
雄
・
入
谷
仙
介
選
訳

王
維
詩
集
（
岩
波
書

店
、
一
九
七
二
）
以
下

小
川
他

王
維

　

川
合
康
三

李
商
隠
詩
選
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
）
以
下

川
合

李
商
隠

　

倉
田
淳
之
助

漢
詩
選

黄
庭
堅
（
集
英
社
、
一
九
九
七
）
以
下

倉
田

黄
庭
堅

　

黑
川
洋
一

中
国
詩
人
選
集

杜
甫
上
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
）

以
下

黑
川

杜
甫
上

　

近
藤
光
男

漢
詩
選

蘇
軾
（
集
英
社
、
一
九
九
六
）
以
下

近
藤

蘇
軾

　

清
水　

茂

中
国
詩
人
選
集

韓
愈
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
）
以

下

清
水

韓
愈

　

同
右

中
国
詩
人
選
集
二
集

王
安
石
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
）

以
下

清
水

王
安
石

　

下
定
雅
弘
・
松
原
朗
編

杜
甫
全
詩
訳
注

全
四
冊
（
講
談
社
、
二
〇

一
六
）
以
下

下
定
他

杜
甫
全
詩

　

鈴
木
虎
雄

陸
放
翁
詩
解

上
冊
（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
五
〇
）
以
下

鈴
木

陸
放
翁

　

宋
元
文
学
研
究
会

朱
子
絶
句
全
訳
注

第
二
冊
（
汲
古
書
院
、
一
九

九
四
）
以
下

宋
元

朱
子
絶
句

　

高
橋
和
巳

中
国
詩
人
選
集

李
商
隠
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
）

以
下

高
橋

李
商
隠

　

武
部
利
男

中
国
詩
人
選
集

李
白
上
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
）

以
下

武
部

李
白
上

　

同
右

中
国
詩
人
選
集

李
白
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
）
以
下

武
部

李
白
下
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都
留
春
雄

中
国
詩
人
選
集

王
維
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
）
以

下

都
留

王
維

　

松
浦
友
久

李
白
詩
選
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
）
以
下

松
浦

李
白

　

同
右

杜
牧
詩
選
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
）
以
下

松
浦

杜
牧

　

村
上
哲
見
・
浅
見
洋
二

鑑
賞
中
国
の
古
典
㉑
蘇
軾
・
陸
游
（
角
川

書
店
、
一
九
八
九
）
以
下

村
上
他

蘇
軾
・
陸
游

　

目
加
田
誠

漢
詩
選

杜
甫
（
集
英
社
、
一
九
九
六
）
以
下

目
加

田

杜
甫

　

吉
川
幸
次
郎
著
、
興
膳
宏
編

杜
甫
詩
注

第
三
冊
（
岩
波
書
店
、
二

〇
一
四
）
以
下

吉
川

杜
甫
詩
注

第
三
冊

　

同
右

杜
甫
詩
注

第
五
冊
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
）
以
下

吉
川

杜
甫
詩
注

第
五
冊

　

同
右

杜
甫
詩
注

第
九
冊
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
）
以
下

吉
川

杜
甫
詩
注

第
九
冊

　

最
後
に
、
各
種
の
詩
歌
選
集
の
類
。

　

石
川
忠
久

春
の
詩
一
〇
〇
選
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
一
九
九
六
）
以
下

石
川

春
の
詩

　

同
右

夏
の
詩
一
〇
〇
選
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
一
九
九
六
）
以
下

石

川

夏
の
詩

　

同
右

秋
の
詩
一
〇
〇
選
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
一
九
九
六
）
以
下

石

川

秋
の
詩

　

同
右

冬
の
詩
一
〇
〇
選
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
一
九
九
六
）
以
下

石

川

冬
の
詩

　

井
波
律
子

中
国
名
詩
集
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
）
以
下

井
波

名
詩
集

　

猪
口
篤
志

中
国
歴
代
漢
詩
選
（
右
文
書
院
、
二
〇
〇
九
）
以
下

猪
口

漢
詩
選

　

今
關
天
彭
・
辛
島
驍

宋
詩
選
（
集
英
社
、
一
九
六
六
）
以
下

今

關
他

宋
詩
選

　

入
谷
仙
介

宋
詩
選
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
七
）
以
下

入
谷

宋
詩
選

　

同
右

唐
詩
の
世
界
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
〇
）
以
下

入
谷

唐

詩

　

小
川
昭
一

中
国
の
名
詩
鑑
賞

晩
唐
（
明
治
書
院
、
一
九
七
六
）

以
下

小
川

晩
唐

　

小
川
環
樹

宋
詩
選
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
）
以
下

小
川

宋

詩
選

　

柏
木
如
亭

訳
注
聯
珠
詩
格
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
）
以
下

柏

木

聯
珠
詩
格

　

川
合
康
三

新
編
中
国
名
詩
選
（
中
）
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
）
以

下

川
合

名
詩
選
（
中
）

　

同
右

新
編
中
国
名
詩
選
（
下
）
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
）
以
下

川
合

名
詩
選
（
下
）
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佐
藤　

保

中
国
の
名
詩
鑑
賞

宋
詩
附
金
（
明
治
書
院
、
一
九
七

八
）
以
下

佐
藤

宋
詩
附
金

　

同
右

は
じ
め
て
の
宋
詩
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
二
）（
文
中
未
掲

載
）

　

沢
口
剛
雄

唐
宋
詩
の
鑑
賞
（
福
村
出
版
、
一
九
六
九
）
以
下

沢

口

唐
宋
詩

　

銭
鍾
書
著
、
宋
代
詩
文
研
究
会
訳
注

宋
詩
選
注

（
平
凡
社
、
二

〇
〇
四
）
以
下

銭

選
注

　

同
右

宋
詩
選
注

（
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
）
以
下

銭

選
注

　

同
右

宋
詩
選
注

（
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
）
以
下

銭

選
注

　

同
右

宋
詩
選
注

（
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
）
以
下

銭

選
注

　

瀧
口
房
州

宋
詩
百
人
一
首
（
三
省
堂
、
二
〇
一
七
）
以
下

瀧
口

百
人
一
首

　

田
中
克
己
・
小
野
忍
・
小
山
正
孝
編
訳

中
国
古
典
文
学
大
系

唐
代

詩
集
上
（
平
凡
社
、
一
九
六
九
）（
文
中
未
掲
載
）

　

中
島
敏
夫

中
国
の
名
詩
鑑
賞

盛
唐
（
明
治
書
院
、
一
九
七
八
）

以
下

中
島

盛
唐

　

前
野
直
彬

中
国
古
典
文
学
大
系

唐
代
詩
集
下
（
平
凡
社
、
一
九

七
〇
）
以
下

前
野

唐
代
下

。

　

同
右

中
国
古
典
文
学
大
系

宋
・
元
・
明
・
清
詩
集
（
平
凡
社
、

一
九
七
三
）（
文
中
未
掲
載
）

　

松
浦
友
久

中
国
名
詩
集　

美
の
歳
月
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九

二
）
以
下

松
浦

名
詩
集

。

　

松
浦
友
久
・
田
口
暢
穂

中
国
の
名
詩
鑑
賞

中
唐
（
明
治
書
院
、

一
九
七
六
）
以
下

松
浦
他

中
唐

。

　

松
枝
茂
夫

中
国
名
詩
選
（
中
）
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
）
以
下

松
枝

名
詩
選
（
中
）

　

同
右

中
国
名
詩
選
（
下
）
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
）
以
下

松
枝

名
詩
選
（
下
）

　

山
本
和
義
・
大
野
修
作
・
中
原
健
一

鑑
賞
中
国
の
古
典
㉒
宋
代
詩

詞
（
角
川
書
店
、
一
九
八
八
）
以
下

山
本
他

宋
代
詩
詞

　

吉
川
幸
次
郎
・
小
川
環
樹
編

唐
詩
選
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
）

以
下

吉
川
他

唐
詩
選

　

筆
者
の
収
集
力
に
限
度
が
あ
る
た
め
、
把
握
し
切
れ
て
い
な
い
文
献
が

あ
る
と
思
わ
れ
る（
）が、

少
な
く
と
も
唐
詩
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
十
分
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
参
照
し
た
文
献
は
以
上
に
と
ど
ま
ら
な
い
が
、

千
家
詩

所
収
の
詩
を
一
首
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
文
献
は
、
最
初
か

ら
掲
載
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

　

以
上
の
他
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
の
開
講
か
ら
令
和
二
年
（
二

〇
二
〇
）
現
在
に
至
る
ま
で
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
放
送
用
テ
キ
ス
ト

漢
詩

を
よ
む

を
す
べ
て
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
は
書
名
を
す
べ
て

漢
詩
を
よ

む

の
み
と
し
、
副
題
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
他
の
書
物
に
ほ
と
ん
ど
紹

介
さ
れ
て
い
な
い
場
合
を
除
き
、
な
る
べ
く
控
え
め
に
紹
介
し
た
。
特
に

石
川
氏
の
テ
キ
ス
ト
は
相
当
多
数
に
上
る
た
め
、
同
じ
詩
が

漢
詩
鑑
賞

辞
典

ま
た
は

〜
一
〇
〇
選

の
シ
リ
ー
ズ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
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は
、
す
べ
て
割
愛
し
た
。

　

以
上
の
文
献
を
確
認
し
た
上
で
、
収
録
状
況
に
よ
っ
て
次
の
四
段
階
に

区
分
し
、
記
号
を
記
し
た
。

　

◎　

多
く
の
文
献
に
収
録
さ
れ
、
日
本
で
も
十
分
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
作
品
。

　

○　

◎
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
日
本
で
も
あ
る
程
度
紹
介
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
作
品
。

　

△　

日
本
で
も
一
応
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
紹
介
が
不
十
分

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
作
品
。

　

　

管
見
の
限
り
、
ま
だ
日
本
語
の
訳（
）注の

存
在
し
な
い
作
品
。

　

各
詩
の
詩
題
は
、
全
唐
詩

か

全
宋
詩

の
い
ず
れ
か
に
収
録
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
詩
題
を
基
準
と
し
、
千
家
詩

旧
本

（
一
九
九
一
年
発
行
の
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
影
印
、
揚
州
古
籍
書
店

白
話
注
解
千
家
詩
。
お
そ
ら
く
は
清
代
の
テ
キ
ス
ト
の
影
印
本
）
の
そ

れ
を
注
記
し
た
。
千
家
詩

の
詩
を
調
べ
る
の
に
、
な
ぜ

千
家
詩

自
身
の
表
記
を
基
準
と
し
な
い
の
か
、
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。
普
通
、
学
術
的
な
論
述
に
あ
た
っ
て
底

本
と
す
べ
き
は
、
最
も
古
く
、
最
も
信
頼
で
き
る
文
献
と
相
場
が
決
ま
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が

千
家
詩

の
場
合
、
も
と
も
と
学
術
的
な
書
物
で

は
な
い
の
で
、
古
い
テ
キ
ス
ト
に
溯
れ
ば
溯
る
ほ
ど
、
む
し
ろ
作
者
の
誤

り
、
詩
題
や
詩
句
の
異
同
の
問
題
が
増
加
し
、
正
確
さ
か
ら
ほ
ど
遠
い
も

の
に
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
現
代
中
国
で
は
そ
う
し
た
問
題
を
そ
れ
な

り
に
解
決
し
た
も
の
が
出
版
さ
れ
て
は
い
る
が
、
真
偽
の
判
断
は
編
者
に

よ
っ
て
解
釈
が
異
な
る
た
め
、
細
部
の
異
同
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
、
新
し
い
本
を
底
本
に
し
よ
う
に
も
、
ど
の
版
を
底
本
と
す
れ
ば
よ
い

の
か
判
断
に
苦
し
む
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
個
人
的
に
は
李り

夢ぼ
う

生せ
い

千
家
詩
全
解
（
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
）
を
比
較
的
信
頼
で
き

る
テ
キ
ス
ト
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
と
て
全
面
的
に
依
拠
す
る
に
は
若

干
の
留
保
が
残
る
。
そ
う
し
た
次
第
で
、
こ
こ
で
は

全
唐
詩

全
宋

詩

を
基
準
と
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
全
唐
詩

全
宋
詩

の
詩
題
と

千
家
詩

旧
本
の
詩
題
が
一
致
し
て
い
る
場
合
は
、
異
同
を
記
さ
な

か
っ
た
。
ま
た
文
字
の
表
記
は
原
則
と
し
て
新
字
体
と
し
た
。
ま
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
は
今
回
は
除
外
し
、
書
物
の

形
態
の
も
の
に
限
定
し
た
。

　

本
来
な
ら
ば
、
そ
の
作
品
の
収
録
が
確
認
さ
れ
た
す
べ
て
の
文
献
を
網

羅
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
特
に
◎
に
該
当
す
る
よ
う
な
名
作
、
た
と
え
ば

張
継
の

楓
橋
夜
泊

の
よ
う
な
詩
の
場
合
、
あ
ま
り
に
多
数
の
文
献
に

収
録
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
網
羅
し
切
れ
な
い
。
そ
う
し
た
作
品
に
つ
い

て
は
、
比
較
的
重
要
度
の
高
い
と
思
わ
れ
る
文
献
を
残
し
、
そ
う
で
な
い

も
の
は
割
愛
し
た
。
た
だ
し
、
重
要
度
の
判
断
は
多
分
に
筆
者
の
主
観
に

よ
る
も
の
な
の
で
、
公
正
を
欠
く
場
合
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
点

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
た
い
。
ま
た
各
詩
題
の
下
の
書
名
は
、
著
者
名

に
よ
る
五
十
音
順
と
し
た
。
同
一
の
著
者
の
複
数
の
書
物
に
収
録
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
最
も
代
表
的
な
も
の
の
み
を
紹
介
し
、
重
要
度
の
低
い
も
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の
は
割
愛
し
た
。
こ
の
判
断
も
多
分
に
筆
者
の
主
観
に
よ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
千
家
詩

所
収
の
作
品
を
、
順
に
見
て
行
く
こ
と
に
し

よ
う
。

　

千
家
詩

所
収
の
七
言
絶
句
は
合
計
九
十
四
首
。
そ
の
う
ち
唐
詩
は

三
十
三
首
、
宋
詩
は
六
十
一
首
で
あ
る
。

〇
一

偶
成 
【
宋
】
程
顥

　
　

全
宋
詩

巻
七
一
五
（
第
一
二
冊
）。
千
家
詩

旧
本

春
日
偶

成
。
訳
注
未
見
。

〇
二

春
日 

【
宋
】
朱
熹

　
　

全
宋
詩

巻
二
三
八
四
（
第
四
四
冊
）。
宋
元

朱
子
絶
句
。
◯

〇
三

春
夜 

【
宋
】
蘇
軾

　
　

全
宋
詩

巻
八
三
一
（
第
一
四
冊
）。
千
家
詩

旧
本

春
宵
。

石
川

鑑
賞
辞
典
、
小
川

蘇
軾
下
、
川
合

名
詩
選
（
下
）
、
佐

藤

宋
詩
附
金
、
前
野

宋
詩
鑑
賞
、
松
浦

続
解
釈
辞
典
、
松

枝

名
詩
選
（
下
）
、
村
上
他

蘇
軾
・
陸
游

な
ど
。
◎

〇
四

城
東
早
春 

【
唐
】
楊
巨
源

　
　

全
唐
詩

巻
三
三
三
。
石
川

冬
の
詩
。
◯

〇
五

夜
直 

【
宋
】
王
安
石

　
　

全
宋
詩

巻
五
六
八
（
第
一
〇
冊
）。
千
家
詩

旧
本

春
夜
。

石
川

鑑
賞
辞
典
、
小
川

宋
詩
選
、
清
水

王
安
石
、
銭

選

注

、
前
野

宋
詩
鑑
賞
、
松
枝

名
詩
選
（
下
）
な
ど
。
◎

〇
六

早
春
呈
水
部
張
十
八
員
外
二
首

其
一 

【
唐
】
韓
愈

　
　

全
唐
詩

巻
三
四
四
。
千
家
詩

旧
本

初
春
小
雨
。
石
川

鑑
賞
辞
典
、
川
合

名
詩
選
（
中
）
な
ど
。
◯

〇
七

元
日 

【
宋
】
王
安
石

　
　

全
宋
詩

巻
五
六
四
（
第
一
〇
冊
）。
佐
藤

漢
詩
を
よ
む
（
二

〇
一
三
後
期
）
な
ど
。
◯

〇
八

上
元
侍
飲
楼
上
三
首
呈
同
列

其
一 

【
宋
】
蘇
軾

　
　

全
宋
詩

巻
八
一
九
（
第
一
四
冊
）。
千
家
詩

旧
本

上
元
侍

宴
。
岩
垂
他

蘇
東
坡

第
五
巻
に
訳
注
が
見
え
る
が
、
や
や
生
硬

な
も
の
。
△

〇
九

立
春
日
禊
亭
偶
成 

【
宋
】
張

　
　

全
宋
詩

巻
二
四
二
〇
（
第
四
五
冊
）。
千
家
詩

旧
本

立
春

偶
成
。
井
波

名
詩
集
。
◯
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一
〇

題
明
王
打
毬
図 

【
宋
】
晁
説
之

　
　

全
宋
詩

巻
一
二
〇
九
（
第
二
一
冊
）。
千
家
詩

旧
本

打
毬

図
。
訳
注
未
見
。

一
一

宮
詞
一
百
首

其
九
一 

【
唐
】
王
建

　
　

全
唐
詩

巻
三
〇
二
。
千
家
詩

旧
本

宮
詞
。
三
体
詩

の

他
、
松
浦
他

中
唐
。
◯

一
二

廷
試 
【
宋
】
夏
竦

　
　

全
宋
詩

巻
一
六
一
（
第
三
冊
）。
千
家
詩

旧
本
（
宮
詞
）
其

二
。
訳
注
未
見
。

一
三

過
華
清
宮 

【
宋
】
杜
常

　
　

全
宋
詩

巻
七
八
一
（
第
一
三
冊
）。
千
家
詩

旧
本

詠
華
清

宮
。
三
体
詩
（
詩
題

華
清
宮
）。
○

　
　

※　

こ
の
詩
は

全
唐
詩

巻
七
三
一
に
も
見
え
る
（
詩
題

華
清

宮
）
が
、
現
在
で
は
作
者
は
宋
代
の
人
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

な
の
で
、
こ
こ
で
は
宋
詩
と
し
て
扱
う
。

一
四

清
平
調
詞
三
首

其
一 

【
唐
】
李
白

　
　

全
唐
詩

巻
一
六
四
。
千
家
詩

旧
本

清
平
調
詞
。
唐
詩

選

唐
詩
三
百
首

の
他
、
靑
木

李
白
、
石
川

鑑
賞
辞
典
、

武
部

李
白
下
、
中
島

盛
唐
、
前
野

唐
詩
鑑
賞
、
松
浦

解

釈
辞
典
、
向
島

李
杜
の
事
典

な
ど
。
◎

一
五

題
邸
間
壁 

【
宋
】
鄭
会

　
　

全
宋
詩

巻
二
九
五
九
（
第
五
六
冊
）。
訳
注
未
見
。

一
六

絶
句
四
首

其
三 

【
唐
】
杜
甫

　
　

全
唐
詩

巻
二
二
八
。
千
家
詩

旧
本

絶
句
。
石
川

鑑
賞

辞
典
、
川
合

名
詩
選
（
中
）
、
黑
川

杜
甫
上
、
下
定
他

杜
甫

全
詩

第
二
冊
、
前
野

唐
詩
鑑
賞
、
松
浦

解
釈
辞
典
、
向
島

李
杜
の
事
典

な
ど
。
◎

一
七

海
棠 

【
宋
】
蘇
軾

　
　

全
宋
詩

巻
八
〇
五
（
第
一
四
冊
）。
石
川

蘇
東
坡
、
川
合

名
詩
選
（
下
）
、
近
藤

蘇
軾

な
ど
。
◎

一
八

清
明 

【
唐
】
杜
牧

　
　

全
唐
詩

失
収
。
石
川

鑑
賞
辞
典
、
井
波

名
詩
集
、
小
川

晩
唐
、
川
合

名
詩
選
（
下
）
、
佐
藤

漢
詩
を
よ
む
（
二
〇
一

三
年
前
期
）、
松
浦

解
釈
辞
典
、
松
枝

名
詩
選
（
下
）
な
ど
。

◎
一
九

清
明
感
事
三
首

其
一 

【
宋
】
王
禹

　
　

全
宋
詩

巻
七
一
（
第
二
冊
）。
千
家
詩

旧
本

清
明
。
石
川
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春
の
詩
、
宇
野
直
人

漢
詩
を
よ
む
（
二
〇
一
〇
前
期
）。
〇

二
〇

社
日 

【
唐
】
王
駕

　
　

全
唐
詩

巻
六
九
〇
。
三
体
詩

の
他
、
石
川

秋
の
詩
、
井

波

名
詩
集
、
入
谷

唐
詩
、
宇
野

漢
詩
を
よ
む
（
二
〇
一
〇

前
期
）、
小
川

晩
唐

な
ど
。
◎

二
一

寒
食 

【
唐
】
韓

　
　

全
唐
詩

巻
二
四
五
。
三
体
詩

唐
詩
選

唐
詩
三
百
首

の

他
、
石
川

春
の
詩
、
川
合

名
詩
選
（
中
）
、
松
浦

続
解
釈
辞

典
、
松
枝

名
詩
選
（
下
）
な
ど
。
◎

二
二

江
南
春
絶
句 

【
唐
】
杜
牧

　
　

全
唐
詩

巻
五
二
二
。
千
家
詩

旧
本

江
南
春
。
三
体
詩

の
他
、
石
川

鑑
賞
辞
典
、
井
波

名
詩
集
、
入
谷

唐
詩
、
小

川

晩
唐
、
川
合

名
詩
選
（
下
）
、
前
野

唐
詩
鑑
賞
、
松
浦

解
釈
辞
典
、
松
枝

名
詩
選
（
下
）
な
ど
。
◎

二
三

下
第
後
上
永
崇
高
侍
郎 

【
唐
】
高
蟾

　
　

全
唐
詩

巻
六
六
八
。
千
家
詩

旧
本

上
高
侍
郎
。
柏
木

聯
珠
詩
格

に
訳
注
が
見
え
る
が
、
や
や
古
風
な
も
の
。
△

二
四

詩
一
首 

【
宋
】
釈
志
南

　
　

全
宋
詩

巻
二
三
九
五
（
第
四
五
冊
）。
千
家
詩

旧
本

絶

句
。
柏
木

聯
珠
詩
格

に
訳
注
が
見
え
る
が
、
や
や
古
風
な
も

の
。
△

二
五

遊
園
不
値 

【
宋
】
葉
紹
翁

　
　

全
宋
詩

巻
二
九
四
九
（
第
五
六
冊
）。
千
家
詩

旧
本

遊
小

園
不
値
。
小
川

宋
詩
選
、
銭

選
注

、
松
枝

名
詩
選

（
下
）
な
ど
。
◯

二
六

客
中
行 

【
唐
】
李
白

　
　

全
唐
詩

巻
一
八
一
。
詩
題
は
一
に

客
中
作
。
唐
詩
選

の

他
、
靑
木

李
白
、
石
川

鑑
賞
辞
典
、
武
部

李
白
上
、
松
浦

解
釈
辞
典
、
松
枝

名
詩
選
（
中
）
、
向
島

李
杜
の
事
典

な

ど
。
◎

二
七

題
饒
州
酒
務
庁
屏 

【
宋
】
劉
季
孫

　
　

全
宋
詩

巻
七
二
三
（
第
一
二
冊
）。
千
家
詩

旧
本

題
屏
。

訳
注
未
見
。

二
八

絶
句
漫
興
九
首

其
五 

【
唐
】
杜
甫

　
　

全
唐
詩

巻
二
二
七
。
千
家
詩

旧
本

慢マ
マ

興
。
石
川

杜

甫
、
佐
藤

漢
詩
を
よ
む
（
二
〇
一
三
後
期
）、
下
定
他

杜
甫
全

詩

第
二
冊
、
吉
川

杜
甫
詩
注

第
九
冊
な
ど
。
◎
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二
九

桃 

【
宋
】
謝
枋
得

　
　

全
宋
詩

巻
三
四
七
七
（
第
六
六
冊
）。
千
家
詩

旧
本

慶
全

庵
桃
花
。
瀧
口

百
人
一
首

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
原
詩
と
訓

読
の
み
で
、
現
代
語
訳
は
な
い
。
△

三
〇

元
和
十
一
年
自
朗
州
召
至
京
戲
贈
看
花
諸
君
子　
【
唐
】
劉
禹
錫

　
　

全
唐
詩

巻
三
六
五
。
千
家
詩

旧
本

玄
都
観
桃
花
。
唐
詩

選

の
他
、
石
川

漢
詩
を
よ
む
（
一
九
八
六
後
期
）、
川
合

名
詩

選
（
中
）
。
○

三
一

再
遊
玄
都
観 

【
唐
】
劉
禹
錫

　
　

全
唐
詩
巻
三
六
五
。
石
川
漢
詩
を
よ
む
（
一
九
八
六
後
期
）、

川
合

名
詩
選
（
中
）
。
○

三
二

州
西
澗 

【
唐
】
韋
応
物

　
　

全
唐
詩

巻
一
九
三
。
三
体
詩

唐
詩
三
百
首

の
他
、
石
川

冬
の
詩
、
川
合

名
詩
選
（
中
）
、
前
野

唐
詩
鑑
賞
、
松
浦

解
釈
辞
典
、
松
枝

名
詩
選
（
下
）
な
ど
。
◎

三
三

花
影 

【
宋
】
謝
枋
得

　
　

全
宋
詩

巻
三
四
七
七
（
第
六
六
冊
）。
訳
注
未
見
。

三
四

北
山 

【
宋
】
王
安
石

　
　

全
宋
詩

巻
五
六
五
（
第
一
〇
冊
）。
今
關
他

宋
詩
選
、
佐
藤

漢
詩
を
よ
む
（
二
〇
一
四
後
期
）、
清
水

王
安
石
。
〇

三
五

湖
上 

【
宋
】
徐
元
杰

　
　

全
宋
詩

巻
三
一
五
一
（
第
六
〇
冊
）。
訳
注
未
見
。

三
六

絶
句
漫
興
九
首

其
七 

【
唐
】
杜
甫

　
　

全
唐
詩

巻
二
二
七
。
千
家
詩

旧
本

漫
興
。
下
定
他

杜

甫
全
詩

第
二
冊
、
吉
川

杜
甫
詩
注

第
九
冊
な
ど
。
◯

三
七

雨
晴 

【
唐
】
王
駕

　
　

全
唐
詩

巻
六
九
〇
。
千
家
詩

旧
本

春
晴
。
三
体
詩

（
詩
題

晴
景
）
の
他
、
柏
木

聯
珠
詩
格
。
○

三
八

春
暮 

【
宋
】
曹
豳

　
　

全
宋
詩

巻
二
八
五
一
（
第
五
四
冊
）。
千
家
詩

旧
本

春

暮
。
訳
注
未
見
。

三
九

惜
春 

【
宋
】
朱
淑
真

　
　

全
宋
詩

巻
一
五
八
四
（
第
二
八
冊
）。
千
家
詩

旧
本

落

花
。
訳
注
未
見
。

四
〇

暮
春
遊
小
園 

【
宋
】
王
淇
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全
宋
詩

巻
三
五
二
一
（
第
六
七
冊
）。
千
家
詩

旧
本

春
暮

遊
小
園
。
訳
注
未
見
。

四
一

鶯
梭 

【
宋
】
劉
克
荘

　
　

全
宋
詩

巻
三
〇
八
一
（
第
五
八
冊
）。
訳
注
未
見
。

四
二

書
事 

【
宋
】
葉
采

　
　

全
宋
詩

巻
三
三
三
八
（
第
六
三
冊
）。
千
家
詩

旧
本

暮
春

即
事
。
訳
注
未
見
。

四
三

題
鶴
林
寺
僧
舎 

【
唐
】
李
渉

　
　

全
唐
詩

巻
四
七
七
。
千
家
詩

旧
本

登
山
。
三
体
詩

の

他
、
石
川

漢
詩
を
よ
む
（
二
〇
〇
三
後
期
）、
前
野

唐
代
下
。

○
四
四

蚕
婦
吟 

【
宋
】
謝
枋
得

　
　

全
宋
詩

巻
三
四
八
〇
（
第
六
六
冊
）。
沢
口

唐
宋
詩
。
◯

四
五

遊
城
南
十
六
首

其
三

晩
春 

【
唐
】
韓
愈

　
　

全
唐
詩

巻
三
四
三
。
千
家
詩

旧
本

晩
春
。
石
川

春
の

詩
。
○

四
六

暁
登
万
花
川
谷
看
海
棠
二
首

其
二 

【
宋
】
楊
万
里

　
　

全
宋
詩

巻
二
三
一
一
（
第
四
二
冊
）。
千
家
詩

旧
本

傷

春
。
訳
注
未
見
。

四
七

春
晩
二
首

其
二 

【
宋
】
王
令

　
　

全
宋
詩

巻
七
〇
四
（
第
一
二
冊
）。
千
家
詩

旧
本

送
春
。

訳
注
未
見
。

四
八

三
月
晦
日
贈
劉
評
事 

【
唐
】
賈
島

　
　

全
唐
詩

巻
五
七
四
。
千
家
詩

旧
本

三
月
晦
日
送
春
。
三

体
詩

の
他
、
井
波

名
詩
集
、
佐
藤

漢
詩
を
よ
む
（
二
〇
一
三

後
期
）、
松
浦
他

中
唐

な
ど
。
◎

四
九

居
洛
初
夏
作 

【
宋
】
司
馬
光

　
　

全
宋
詩

巻
五
一
二
（
第
九
冊
）。
千
家
詩

旧
本

客
中
初

夏
。
石
川

鑑
賞
辞
典
、
今
關
他

宋
詩
選
、
宇
野

漢
詩
を
よ

む
（
二
〇
一
〇
前
期
）、
松
浦

続
解
釈
辞
典

な
ど
。
◎

五
〇

約
客 

【
宋
】
趙
師
秀

　
　

全
宋
詩

巻
二
八
四
一
（
第
五
四
冊
）。
千
家
詩

旧
本

有

約
。
今
關
他

宋
詩
選
、
小
川

宋
詩
選
、
銭

選
注

、
山
本

他

宋
代
詩
詞

な
ど
。
◎

五
一

閑
居
初
夏
午
睡
起
二
絶
句

其
一 

【
宋
】
楊
万
里
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全
宋
詩

巻
二
二
七
七
（
第
四
二
冊
）。
千
家
詩

旧
本

初
夏

睡
起
。
今
關
他

宋
詩
選
、
小
川

宋
詩
選
、
川
合

名
詩
選

（
下
）
、
佐
藤

宋
詩
附
金
、
銭

選
注

、
松
枝

名
詩
選

（
下
）
、
山
本
他

宋
代
詩
詞

な
ど
。
◎

五
二

三
衢
道
中 

【
宋
】
曾
幾

　
　

全
宋
詩

巻
一
六
五
九
（
第
二
九
冊
）。
石
川

夏
の
詩
、
銭

選
注

、
前
野

宋
詩
鑑
賞

な
ど
。
◯

五
三

清
昼 
【
宋
】
朱
淑
真

　
　

全
宋
詩

巻
一
五
八
五
（
第
二
八
冊
）。
千
家
詩

旧
本

即

景
。
訳
注
未
見
。

五
四

初
夏
遊
張
園 

【
宋
】
戴
復
古

　
　

全
宋
詩

巻
二
八
一
九
（
第
五
四
冊
）。
千
家
詩

旧
本

夏

日
。
石
川

夏
の
詩
、
佐
藤

漢
詩
を
よ
む
（
二
〇
一
三
前
期
）

な
ど
。
○

五
五

鄂
州
南
楼
書
事
四
首

其
一 

【
宋
】
黄
庭
堅

　
　

全
宋
詩

巻
九
九
六
（
第
一
七
冊
）。
千
家
詩

旧
本

晩
楼
閒

坐
。
石
川

漢
詩
を
よ
む
（
一
九
九
二
前
期
）、
倉
田

黄
庭
堅

な
ど
。
◯

五
六

山
亭
夏
日 

【
唐
】
高
駢

　
　

全
唐
詩

巻
五
九
八
。
石
川

鑑
賞
辞
典
、
入
谷

唐
詩
、
小

川

晩
唐
、
佐
藤

漢
詩
を
よ
む
（
二
〇
一
三
前
期
）、
前
野

唐

詩
鑑
賞
、
松
浦

解
釈
辞
典

な
ど
。
◎

五
七

四
時
田
園
雑
興
六
十
首
の
う
ち
夏
日
田
園
雑
興
十
二
絶
其
七

 

【
宋
】
范
成
大

　
　

全
宋
詩

巻
二
二
六
八
（
第
四
一
冊
）。
千
家
詩

旧
本

田

家
。
今
關
他

宋
詩
選
、
小
川

宋
詩
選
、
佐
藤

漢
詩
を
よ

む
（
二
〇
一
三
前
期
）、
銭

選
注

、
松
枝

名
詩
選
（
下
）
、

山
本
他

宋
代
詩
詞

な
ど
。
◎

五
八

郷
村
四
月 

【
宋
】
翁
巻

　
　

全
宋
詩

巻
二
六
七
三
（
第
五
〇
冊
）。
千
家
詩

旧
本

村
庄

即
事
。
石
川

春
の
詩
、
小
川

宋
詩
選
、
銭

選
注

、
松
枝

名
詩
選
（
下
）
な
ど
。
◎

五
九

題
張
十
一
旅
舎
三
詠

其
一

榴
花 

【
唐
】
韓
愈

　
　

全
唐
詩

巻
三
四
三
。
千
家
詩

旧
本

題
榴
花
。
石
川

春

の
詩
、
柏
木

聯
珠
詩
格
。
○

六
〇

村
晩 

【
宋
】
雷
震

　
　

全
宋
詩

巻
三
五
九
四
（
第
六
八
冊
）。
訳
注
未
見
。
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六
一

書
湖
陰
先
生
壁
二
首

其
一 

【
宋
】
王
安
石

　
　

全
宋
詩

巻
五
六
六
（
第
一
〇
冊
）。
千
家
詩

旧
本

茅
簷
。

今
關
他

宋
詩
選
、
川
合

名
詩
選
（
下
）
、
清
水

王
安
石
、
銭

選
注

、
前
野

宋
詩
鑑
賞
、
山
本
他

宋
代
詩
詞

な
ど
。
◎

六
二

金
陵
五
題

其
二

烏
衣
巷 

【
唐
】
劉
禹
錫

　
　

全
唐
詩

巻
三
六
五
。
千
家
詩

旧
本

烏
衣
巷
。
唐
詩
三
百

首

の
他
、
石
川

鑑
賞
辞
典
、
井
波

名
詩
集
、
川
合

名
詩
選

（
中
）
、
前
野

唐
詩
鑑
賞
、
松
浦

解
釈
辞
典
、
松
枝

名
詩
選

（
下
）
な
ど
。
◎

六
三

渭
城
曲 

【
唐
】
王
維

　
　

全
唐
詩

巻
一
二
八
。
千
家
詩

旧
本

送
使
安
西
。
一
に

送
元
二
使
安
西
。
三
体
詩

唐
詩
三
百
首

の
他
、
石
川

鑑
賞

辞
典
、
井
波

名
詩
集
、
入
谷

唐
詩
、
小
川
他

王
維
詩
集
、

川
合

名
詩
選
（
中
）
、
都
留

王
維
、
前
野

唐
詩
鑑
賞
、
松
浦

解
釈
辞
典
、
松
枝

名
詩
選
（
中
）
な
ど
。
◎

六
四

与
史
郎
中
欽
聴
黄
鶴
楼
上
吹
笛 

【
唐
】
李
白

　
　

全
唐
詩

巻
一
八
二
。
千
家
詩

旧
本

題
北
榭
碑
。
唐
詩

選

の
他
、
石
川

鑑
賞
辞
典
、
武
部

李
白
上
、
松
浦

李
白
、

向
島

李
杜
の
事
典

な
ど
。
◎

六
五

題
淮
南
寺 

【
宋
】
程
顥

　
　

全
宋
詩

巻
七
一
五
（
第
一
二
冊
）。
訳
注
未
見
。

六
六

入
瑞
巖
道
間
得
四
絶
句
呈
彦
集
充
父
二
兄

其
三　
【
宋
】
朱
熹

　
　

全
宋
詩

巻
二
三
八
四
（
第
四
四
冊
）。
千
家
詩

旧
本

秋

月
。
宋
元

朱
子
絶
句
。
○

六
七

七
夕 

【
宋
】
楊
朴

　
　

全
宋
詩

巻
二
十
一
（
第
一
冊
）。
訳
注
未
見
。

六
八

立
秋
日 

【
宋
】
劉
翰

　
　

全
宋
詩

巻
二
四
一
二
（
第
四
五
冊
）。
千
家
詩

旧
本

立

秋
。
石
川

漢
詩
を
よ
む
（
二
〇
〇
一
前
期
）、
井
波

名
詩
集
、

柏
木

聯
珠
詩
格
。
◯

　
　

※　

柏
木

聯
珠
詩
格

は
作
者
を
陳
月
窓
、
詩
題
を

秋
暁

と

す
る
。

六
九

秋
夕 

【
宋
】
杜
牧

　
　

全
唐
詩

巻
五
二
四
。
千
家
詩

旧
本

七
夕
。
三
体
詩

唐
詩
三
百
首

の
他
、
石
川

杜
牧
、
佐
藤

漢
詩
を
よ
む
（
二

〇
一
三
前
期
）、
松
浦

杜
牧

な
ど
。
◎

　
　

※　

三
体
詩

は
作
者
を
王
建
と
す
る
。
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七
〇

陽
関
詞
三
首

其
三

中
秋
月 

【
宋
】
蘇
軾

　
　

全
宋
詩

巻
七
九
八
（
第
一
四
冊
）。
千
家
詩

旧
本

中
秋
。

石
川

蘇
東
坡
、
小
川

蘇
軾
上
、
近
藤

蘇
軾
、
佐
藤

漢
詩

を
よ
む
（
二
〇
一
三
年
前
期
）、
銭

選
注

、
松
枝

名
詩
選

（
下
）
な
ど
。
◎

七
一

江
楼
旧
感 

【
唐
】
趙
嘏

　
　

全
唐
詩

巻
五
五
〇
。
千
家
詩

旧
本

江
楼
有
感
。
唐
詩

選
（
詩
題

江
楼
書
感
）
の
他
、
石
川

秋
の
詩
、
小
川

晩

唐
、
前
野

唐
詩
鑑
賞
、
松
浦

解
釈
辞
典
、
松
枝

名
詩
選

（
下
）
な
ど
。
◎

七
二

題
臨
安
邸 

【
宋
】
林
升

　
　

全
宋
詩

巻
二
六
七
六
（
第
五
〇
冊
）。
千
家
詩

旧
本

西

湖
。
石
川

冬
の
詩
、
松
浦

名
詩
集
、
松
枝

名
詩
選
（
下
）

な
ど
。
◯

七
三

暁
出
浄
慈
送
林
子
方
二
首

其
二 

【
宋
】
楊
万
里

　
　

全
宋
詩

巻
二
二
九
六
（
第
四
二
冊
）。
千
家
詩

旧
本

西

湖
。
石
川

漢
詩
を
よ
む
（
二
〇
〇
一
前
期
）。
◯

七
四

飲
湖
上
初
晴
後
雨
二
首

其
二 

【
宋
】
蘇
軾

　
　

全
宋
詩

巻
七
九
二
（
第
一
四
冊
）。
千
家
詩

旧
本

湖
上
初

雨
。
石
川

鑑
賞
辞
典
、
井
波

名
詩
集
、
今
關
他

宋
詩
選
、

入
谷

宋
詩
選
、
小
川

蘇
軾
上
、
川
合

名
詩
選
（
下
）
、
近
藤

蘇
軾
、
佐
藤

宋
詩
附
金
、
銭

選
注

、
松
浦

続
解
釈
辞

典
、
前
野

宋
詩
鑑
賞
、
松
枝

名
詩
選
（
下
）
、
山
本
他

宋
代

詩
詞

な
ど
。
◎

七
五

入
直
召
対
選
徳
殿
賜
茶
而
退 

【
宋
】
周
必
大

　
　

全
宋
詩

巻
二
三
二
三
（
第
四
三
冊
）。
千
家
詩

旧
本

入

直
。
訳
注
未
見
。

七
六

夏
日
登
車
盖
亭
十
絶

其
四 

【
宋
】
蔡
確

　
　

全
宋
詩

巻
七
八
三
（
第
一
三
冊
）。
千
家
詩

旧
本

水
亭
。

訳
注
未
見
。

七
七

六
月
十
六
日
宣
鎖 

【
宋
】
洪
咨

　
　

全
宋
詩

巻
二
八
九
六
（
第
五
五
冊
）。
千
家
詩

旧
本

禁

鎖
。
訳
注
未
見
。

七
八

寄
王
舎
人
竹
楼 

【
唐
】
李
嘉
祐

　
　

全
唐
詩

巻
二
〇
七
。
千
家
詩

旧
本

竹
楼
。
訳
注
未
見
。

七
九

紫
薇
花 

【
唐
】
白
居
易
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全
唐
詩

巻
四
四
二
。
千
家
詩

旧
本

直
中
書
省
。
石
川

夏
の
詩
。
◯

八
〇

観
書
有
感
二
首

其
一 

【
宋
】
朱
熹

　
　

全
宋
詩

巻
二
三
八
四
（
第
四
四
冊
）。
千
家
詩

旧
本

観
書

有
感
。
今
關
他

宋
詩
選
（
詩
題

観
書
感
興
二
首
）、
宋
元

朱

子
絶
句
。
◯

八
一

観
書
有
感
二
首

其
二 
【
宋
】
朱
熹

　
　

全
宋
詩

巻
二
三
八
四
（
第
四
四
冊
）。
千
家
詩

旧
本

泛

舟
。
今
關
他

宋
詩
選
（
詩
題

観
書
感
興
二
首
）、
宋
元

朱
子

絶
句
。
○

八
二

冷
泉 

【
宋
】
林
稹

　
　

全
宋
詩

巻
一
〇
三
一
（
第
一
八
冊
）。
千
家
詩

旧
本

冷
泉

亭
。
訳
注
未
見
。

八
三

贈
劉
景
文 

【
宋
】
蘇
軾

　
　

全
宋
詩

巻
八
一
五
（
第
一
四
冊
）。
千
家
詩

旧
本

冬
景
。

石
川

鑑
賞
辞
典
、
小
川

蘇
軾
下
、
近
藤

蘇
軾
、
佐
藤

漢

詩
を
よ
む
（
二
〇
一
三
後
期
）、
松
枝

名
詩
選
（
下
）
な
ど
。
◎

八
四

楓
橋
夜
泊 

【
唐
】
張
継

　
　

全
唐
詩

巻
二
四
二
。
三
体
詩

唐
詩
選

唐
詩
三
百
首

の

他
、
石
川

鑑
賞
辞
典
、
入
谷

唐
詩
、
川
合

名
詩
選
（
中
）
、

前
野

唐
詩
鑑
賞
、
松
浦

解
釈
辞
典
、
松
枝

名
詩
選
（
下
）

な
ど
。
◎

八
五

寒
夜 

【
宋
】
杜
耒

　
　

全
宋
詩

巻
二
八
二
三
（
第
五
四
冊
）。
石
川

冬
の
詩
（
作
者

は
杜
秉
）、
猪
口

漢
詩
選

な
ど
。
◯

八
六

霜
月 

【
唐
】
李
商
隠

　
　

全
唐
詩

巻
五
三
九
。
川
合

李
商
隠
、
高
橋

李
商
隠
。
◯

八
七

梅 

【
宋
】
王
淇

　
　

全
宋
詩

巻
三
五
二
一
（
第
六
七
冊
）。
訳
注
未
見
。

八
八

奉
酬

庵
李
侍
郎
五
首

其
二 

【
宋
】
白
玉
蟾

　
　

全
宋
詩

巻
三
一
三
八
（
第
六
〇
冊
）。
千
家
詩

旧
本

早

春
。
石
川

漢
詩
を
よ
む
（
一
九
九
六
後
期
）。
○

八
九

梅
花 

【
宋
】
盧
梅
坡

　
　

全
宋
詩

巻
三
七
四
九
（
第
七
二
冊
）。
千
家
詩

旧
本

雪

梅
。
石
川

冬
の
詩
。
○
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九
〇

梅
花
十
絶

其
九 

【
宋
】
方
岳

　
　

全
宋
詩

巻
三
一
九
九
（
第
六
一
冊
）。
千
家
詩

旧
本

又

（
雪
梅
）
。
石
川

鑑
賞
辞
典
、
猪
口

漢
詩
選
、
柏
木

聯
珠
詩

格
。
○

　
　

※　

千
家
詩

旧
本
は
作
者
を
盧
梅
坡
と
し
、
八
九
と
連
作
と
す

る
。

九
一

絶
句 

【
宋
】
牧
童

　
　

全
宋
詩

巻
一
二
八
八
（
第
二
二
冊
）。
千
家
詩

旧
本

答
鍾

弱
翁
。
石
川

漢
詩
を
よ
む
（
一
九
九
七
前
期
）。
た
だ
し
作
者
を

関
名
、
詩
題
を

牧
童

と
す
る
。
△

　
　

※　

こ
の
詩
は

全
唐
詩

巻
八
五
八
に
も
見
え
る
。
作
者
は
呂

巖
。
詩
題
は

牧
童
。

九
二

泊
秦
淮 

【
唐
】
杜
牧

　
　

全
唐
詩

巻
五
二
三
。
千
家
詩

旧
本

秦
淮
夜
泊
。
三
体

詩

唐
詩
三
百
首

の
他
、
石
川

鑑
賞
辞
典
、
入
谷

唐
詩
、

小
川

晩
唐
、
川
合

名
詩
選
（
下
）
、
前
野

唐
詩
鑑
賞
、
松
浦

解
釈
辞
典
、
松
枝

名
詩
選
（
下
）
な
ど
。
◎

九
三

帰
雁 

【
唐
】
銭
起

　
　

全
唐
詩

巻
二
三
九
。
三
体
詩

唐
詩
選

の
他
、
石
川

春

の
詩
、
入
谷

唐
詩
、
川
合

名
詩
選
（
中
）
、
前
野

唐
詩
鑑

賞
、
松
浦

解
釈
辞
典
、
松
枝

名
詩
選
（
下
）
な
ど
。
◎

九
四

題
峻
極
中
院
法
堂
壁 

【
宋
】
無
名
氏

　
　

全
宋
詩

巻
三
七
三
七
（
第
七
一
冊
）。
千
家
詩

旧
本

題

壁
。
訳
注
未
見
。

　

千
家
詩

所
収
の
七
言
律
詩
は
合
計
四
十
八
首
。
そ
の
う
ち
唐
詩
は

二
十
四
首
、
宋
詩
は
二
十
二
首
、
明
詩
は
二
首
で
あ
る
。

〇
一

早
朝
大
明
宮
呈
両
省
僚
友 

【
唐
】
賈
至

　
　

全
唐
詩

巻
二
三
五
。
千
家
詩

旧
本

早
朝
大
明
宮
。
唐
詩

選

の
他
、
石
川

王
維
。
◎

〇
二

奉
和
賈
至
舎
人
早
朝
大
明
宮 

【
唐
】
杜
甫

　
　

全
唐
詩

巻
二
二
五
。
千
家
詩

旧
本

和
賈
舎
人
早
朝
。
石

川

杜
甫
、
下
定
他

杜
甫
全
詩

第
一
冊
、
吉
川

杜
甫
詩
注

第
五
冊
な
ど
。
◯

〇
三

和
賈
舎
人
早
朝
大
明
宮
作 

【
唐
】
王
維

　
　

全
唐
詩

巻
一
二
八
。
千
家
詩

旧
本

和
賈
舎
人
早
朝
。
三

体
詩

唐
詩
選

唐
詩
三
百
首

の
他
、
石
川

王
維
。
◎
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〇
四

奉
和
中
書
舎
人
賈
至
早
朝
大
明
宮 

【
唐
】
岑
参

　
　

全
唐
詩

巻
二
〇
一
。
千
家
詩

旧
本

和
賈
舎
人
早
朝
。
三

体
詩

唐
詩
選

唐
詩
三
百
首

の
他
、
石
川

王
維
。
◎

　
　

※　

石
川

王
維

は
、
〇
一
〜
〇
四
の
四
首
を
ま
と
め
て
紹
介
し

て
い
る
。

〇
五

上
元
進
詩 

【
宋
】
蔡
襄

　
　

全
宋
詩

巻
三
八
八
（
第
七
冊
）。
千
家
詩

旧
本

上
元
応

制
。
訳
注
未
見
。

〇
六

恭
和
御
製
上
元
観
灯 

【
宋
】
王
珪

　
　

全
宋
詩

巻
四
九
四
（
第
九
冊
）。
千
家
詩

旧
本

上
元
応

制
。
訳
注
未
見
。

〇
七

侍
宴
安
楽
公
主
新
宅
応
制 

【
唐
】
沈
佺
期

　
　

全
唐
詩

巻
九
六
。
千
家
詩

旧
本

侍
宴
。
唐
詩
選
。
○

〇
八

戯
答
元
珍 

【
宋
】
欧
陽
修

　
　

全
宋
詩

巻
二
九
二
（
第
六
冊
）。
千
家
詩

旧
本

答
丁
元

珍
。
小
川

宋
詩
選
、
川
合

名
詩
選
（
下
）
、
佐
藤

宋
詩
附

金
、
銭

選
注

、
前
野

宋
詩
鑑
賞
、
松
枝

名
詩
選
（
下
）

な
ど
。
◎

〇
九

挿
花
吟 

【
宋
】
邵
雍

　
　

全
宋
詩

巻
三
七
〇
（
第
七
冊
）。
佐
藤

漢
詩
を
よ
む
（
二
〇

一
三
後
期
）。
〇

一
〇

寄
遠 

【
宋
】
晏
殊

　
　

全
宋
詩

巻
一
七
一
（
第
三
冊
）。
千
家
詩

旧
本

寓
意
。
今

關
他

宋
詩
選
、
小
川

宋
詩
選
、
佐
藤

宋
詩
附
金
、
銭

選

注

（
詩
題

無
題
）、
前
野

宋
詩
鑑
賞

な
ど
。
◎

一
一

寒
食
清
明
二
首

其
一 

【
宋
】
劉
克
荘

　
　

全
宋
詩

巻
三
〇
四
一
（
第
五
八
冊
）。
千
家
詩

旧
本

寒

食
。
訳
注
未
見
。

　
　

※　

千
家
詩

旧
本
は
趙
鼎
の
作
と
す
る
が
、
全
宋
詩

の
趙
鼎

の
部
分
に
は
見
え
な
い
。

一
二

清
明 

【
宋
】
黄
庭
堅

　
　

全
宋
詩

巻
九
九
六
（
第
一
七
冊
）。
荒
井

黄
庭
堅
。
〇

一
三

清
明 

【
宋
】
高
翥

　
　

全
宋
詩

巻
二
八
五
九
（
第
五
五
冊
）。
訳
注
未
見
。

一
四

郊
行
即
事 

【
宋
】
程
顥

　
　

全
宋
詩

巻
七
一
五
（
第
一
二
冊
）。
今
關
他

宋
詩
選
。
○
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一
五

鞦
韆 

【
宋
】
釈
徳
洪
（
釈
恵
洪
）

　
　

全
宋
詩

巻
一
三
三
七
（
第
二
三
冊
）。
訳
注
未
見
。

一
六

曲
江
二
首

其
一 

【
唐
】
杜
甫

　
　

全
唐
詩

巻
二
二
五
。
千
家
詩

旧
本

曲
江
対
酒

其
一
。
川

合

名
詩
選
（
中
）
、
黑
川

杜
甫
上
、
下
定
他

杜
甫
全
詩

第

一
冊
、
松
浦

解
釈
辞
典
、
松
枝

名
詩
選
（
中
）
、
向
島

李
杜

の
事
典
、
目
加
田

杜
甫
、
吉
川

杜
甫
詩
注

第
五
冊
な
ど
。
◎

一
七

曲
江
二
首

其
二 
【
唐
】
杜
甫

　
　

全
唐
詩

巻
二
二
五
。
千
家
詩

旧
本
（
曲
江
対
酒
）
其
二
。

石
川

鑑
賞
辞
典
、
川
合

名
詩
選
（
中
）
、
黑
川

杜
甫
上
、
下

定
他

杜
甫
全
詩

第
一
冊
、
向
島

李
杜
の
事
典
、
目
加
田

杜

甫
、
吉
川

杜
甫
詩
注

第
五
冊
な
ど
。
◎

一
八

黄
鶴
楼 

【
唐
】
崔
顥

　
　

全
唐
詩

巻
一
三
〇
。
三
体
詩

唐
詩
三
百
首

の
他
、
石
川

鑑
賞
辞
典
、
入
谷

唐
詩
の
世
界
、
川
合

名
詩
選
（
中
）
、
前

野

唐
詩
鑑
賞
、
松
浦

解
釈
辞
典
、
松
枝

名
詩
選
（
中
）
な

ど
。
◎

一
九

春
夕 

【
唐
】
崔
塗

　
　

全
唐
詩

巻
六
七
九
。
千
家
詩

旧
本

旅
懐
。
三
体
詩

の

他
、
前
野

唐
代
下
。
○

二
〇

答
李
儋
元
錫 

【
唐
】
韋
応
物

　
　

全
唐
詩

巻
一
八
八
。
千
家
詩

旧
本

答
李
儋
。
唐
詩
三
百

首
。
○

二
一

江
村 

【
唐
】
杜
甫

　
　

全
唐
詩

巻
二
二
六
。
千
家
詩

旧
本

清
江
。
石
川

鑑
賞

辞
典
、
川
合

名
詩
選
（
中
）
、
黑
川

杜
甫
上
、
下
定
他

杜
甫

全
詩

第
二
冊
、
中
島

盛
唐

前
野

唐
詩
鑑
賞
、
松
浦

続
解

釈
辞
典
、
松
枝

名
詩
選
（
中
）
、
向
島

李
杜
の
事
典
、
目
加
田

杜
甫
、
吉
川

杜
甫
詩
注

第
九
冊
な
ど
。
◎

二
二

夏
日
三
首

其
一 

【
宋
】
張
耒

　
　

全
宋
詩

巻
一
一
六
九
（
第
二
〇
冊
）。
千
家
詩

旧
本

夏

日
。
訳
注
未
見
。

二
三

積
雨

川
荘
作 

【
唐
】
王
維

　
　

全
唐
詩

巻
一
二
八
。
千
家
詩

旧
本

川
積
雨
。
三
体

詩

唐
詩
三
百
首

の
他
、
石
川

王
維
、
小
川
他

王
維
、
都

留

王
維

な
ど
。
◎

二
四

東
湖
新
竹 

【
宋
】
陸
游
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全
宋
詩

巻
二
一
五
八
（
第
三
九
冊
）。
千
家
詩

旧
本

新

竹
。
鈴
木

陸
放
翁

に
訳
注
が
見
え
る
が
、
や
や
生
硬
な
も
の
。

△
二
五

夏
夜
宿
表
兄
話
旧 

【
唐
】
竇
叔
向

　
　

全
唐
詩

巻
二
七
一
。
千
家
詩

旧
本

表
兄
話
旧
。
前
野

唐
代
下
。
◯

二
六

秋
日
偶
成
二
首

其
二 
【
宋
】
程
顥

　
　

全
宋
詩

巻
七
一
五
（
第
一
二
冊
）。
千
家
詩

旧
本

偶
成
。

猪
口

漢
詩
選
、
今
關
他

宋
詩
選
。
◯

二
七

遊
月
陂 

【
宋
】
程
顥

　
　

全
宋
詩

巻
七
一
五
（
第
一
二
冊
）。
千
家
詩

旧
本

遊
月

殿
。
石
川

漢
詩
を
よ
む
（
一
九
九
六
後
期
）。
◯

二
八

秋
興
八
首

其
一 

【
唐
】
杜
甫

　
　

全
唐
詩

巻
二
三
〇
。
千
家
詩

旧
本

秋
興
。
唐
詩
選

の

他
、
石
川

鑑
賞
辞
典
、
川
合

名
詩
選
（
中
）
、
黑
川

杜
甫

上
、
下
定
他

杜
甫
全
詩

第
三
冊
、
前
野

唐
詩
鑑
賞
、
松
浦

解
釈
辞
典
、
松
枝

名
詩
選
（
中
）
、
向
島

李
杜
の
事
典
、
目

加
田

杜
甫

な
ど
。
◎

二
九

秋
興
八
首

其
三 

【
唐
】
杜
甫

三
〇

秋
興
八
首

其
五 

【
唐
】
杜
甫

三
一

秋
興
八
首

其
七 

【
唐
】
杜
甫

　
　

二
九
、
三
〇
、
三
一
は
い
ず
れ
も

全
唐
詩

巻
二
三
〇
。
千
家

詩

旧
本
は
二
九
が

秋
興
。
三
〇
と
三
一
が

又
。
唐
詩
選

の
他
、
黑
川

杜
甫
上
、
下
定
他

杜
甫
全
詩

第
三
冊
、
向
島

李
杜
の
事
典
、
目
加
田

杜
甫

な
ど
。
◎

三
二

黄
巖
舟
中 

【
宋
】
白
玉
蟾

　
　

全
宋
詩

巻
三
一
三
七
（
第
六
〇
冊
）。
千
家
詩

旧
本

月
夜

舟
中
。
石
川

漢
詩
を
よ
む
（
一
九
九
六
後
期
）。
た
だ
し
作
者
は

戴
復
古
。
○

　
　

※　

千
家
詩

旧
本
は
戴
復
古
の
作
と
す
る
。

三
三

長
安
晩
秋 

【
唐
】
趙
嘏

　
　

全
唐
詩

巻
五
四
九
。
千
家
詩

旧
本

長
安
秋
望
。
三
体

詩
（
詩
題

長
安
秋
夕
）
の
他
、
小
川

晩
唐
、
前
野

唐
詩
鑑

賞
。
○

三
四

秋 

【
宋
】
孫
僅

　
　

全
宋
詩

巻
一
〇
九
（
第
二
冊
）。
た
だ
し
前
半
の
み
。
千
家
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詩

旧
本

新
秋
。
訳
注
未
見
。

　
　

※　

こ
の
詩
、
千
家
詩

旧
本
は
杜
甫
の
作
と
す
る
が
、
杜
甫
の

詩
集
に
は
見
え
ず
、
下
定
他

杜
甫
全
詩

に
も
見
え
な
い
。
南

宋
・
劉
克
荘
の
撰
と
さ
れ
る

分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選

（
後
村
千
家
詩
）
は
前
半
四
句
の
み
を
収
録
し
、
北
宋
・
孫
僅

の
作
と
し
て
お
り
、
全
宋
詩

も
こ
れ
に
依
拠
し
て
い
る
。

三
五

中
秋 

【
宋
】
李
朴

　
　

全
宋
詩

巻
一
二
七
五
（
第
二
二
冊
）。
訳
注
未
見
。

三
六

九
日
藍
田
崔
氏
荘 

【
唐
】
杜
甫

　
　

全
唐
詩

巻
二
二
四
。
千
家
詩

旧
本

九
日
藍
田
会
飲
。
石

川

鑑
賞
辞
典
、
川
合

名
詩
選
（
中
）
、
黑
川

杜
甫
上
、
下
定

他

杜
甫
全
詩

第
一
冊
、
松
浦

解
釈
辞
典
、
向
島

李
杜
の
事

典
、
目
加
田

杜
甫
、
吉
川

杜
甫
詩
注

第
三
冊
な
ど
。
◎

三
七

秋
思 

【
宋
】
陸
游

　
　

全
宋
詩

巻
二
二
〇
〇
（
第
四
〇
冊
）。
訳
注
未
見
。

三
八

南
隣 

【
唐
】
杜
甫

　
　

全
唐
詩

巻
二
二
六
。
千
家
詩

旧
本

与
朱
山
人
。
下
定
他

杜
甫
全
詩

第
二
冊
、
吉
川

杜
甫
詩
注

第
九
冊
。
◯

三
九

聞
笛 

【
唐
】
趙
嘏

　
　

全
唐
詩

失
収
。
訳
注
未
見
。

　
　

※　

こ
の
詩
、
千
家
詩

旧
本
は
趙
嘏
の
作
と
し
て
収
録
す
る

が
、
少
な
く
と
も

全
唐
詩

に
は
見
え
な
い
。

四
〇

初
冬 

【
宋
】
劉
克
荘

　
　

全
宋
詩

巻
三
〇
八
一
（
第
五
八
冊
）。
千
家
詩

旧
本

冬

景
。
訳
注
未
見
。

四
一

小
至 

【
唐
】
杜
甫

　
　

全
唐
詩

巻
二
三
一
。
千
家
詩

旧
本

冬
景
。
下
定
他

杜

甫
全
詩

第
四
冊
。
◯

四
二

山
園
小
梅
二
首

其
一 

【
宋
】
林
逋

　
　

全
宋
詩

巻
一
〇
六
（
第
二
冊
）。
千
家
詩

旧
本

梅
花
。
石

川

鑑
賞
辞
典
、
今
關
他

宋
詩
選
、
入
谷

宋
詩
選
、
小
川

宋
詩
選
、
川
合

名
詩
選
（
下
）
、
佐
藤

宋
詩
附
金
、
前
野

宋
詩
鑑
賞
、
松
浦

続
解
釈
辞
典
、
松
枝

名
詩
選
（
下
）
、
山

本
他

宋
代
詩
詞

な
ど
。
◎

四
三

左
遷
至
藍
関
示
姪
孫
湘 

【
唐
】
韓
愈

　
　

全
唐
詩

巻
三
四
四
。
千
家
詩

旧
本

自
詠
。
石
川

鑑
賞

辞
典
、
清
水

韓
愈
、
前
野

唐
詩
鑑
賞
、
松
浦

解
釈
辞
典
、
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松
枝

名
詩
選
（
下
）
な
ど
。
◎

四
四

題
襄
陽
府
九
華
寺
壁 

【
宋
】
北
来
人

　
　

全
宋
詩

失
収
。
千
家
詩

旧
本

干
戈
。
訳
注
未
見
。

　
　

※　

こ
の
詩
は

全
宋
詩
輯
補
（
黄
山
書
社
、
二
〇
一
六
）
第
十

一
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

四
五

帰
隠 

【
宋
】
陳
摶

　
　

全
宋
詩

巻
一
（
第
一
冊
）。
訳
注
未
見
。

四
六

山
中
寡
婦 

【
唐
】
杜
荀
鶴

　
　

全
唐
詩

巻
六
九
二
。
千
家
詩

旧
本

時
世
行
。
松
浦

名

詩
集
、
吉
川
他

唐
詩
選
。
◯

　
　

※　

吉
川
他

唐
詩
選

は
、
明
・
李
攀
龍
の
撰
と
さ
れ
る
同
名
の

書
物
と
は
内
容
が
異
な
る
。

四
七

送
天
師 

【
明
】
寧
献
王

　
　

訳
注
未
見
。

四
八

送
毛
伯
温 

【
明
】
世
宗

　
　

訳
注
未
見
。

　

※　

四
七
、
四
八
の
二
首
は
明
詩
と
さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も

清
・
銭せ
ん

謙け
ん

益え
き

の

列
朝
詩
集

お
よ
び
清
・
朱し
ゅ

彝い

尊そ
ん

の

明
詩

綜

に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
漢
籍
検

索
サ
イ
ト

国
学
大
師

に
よ
れ
ば
、
旧
時
の
通
俗
小
説
の
文
中

に
挿
入
さ
れ
た
詩
の
よ
う
で
あ
り
、
作
者
の
信
憑
性
に
つ
い
て
も

疑
問
が
残
る
。

　

つ
い
で
な
が
ら
、
千
家
詩

所
収
の
五
言
の
作
品
に
も
簡
単
に
触
れ

て
お
こ
う
。
五
言
絶
句
は
す
べ
て

唐
詩
選

と
重
複
し
て
お
り
、
五
言

律
詩
は
杜
甫
の
二
首
を
除
き
、
他
は
す
べ
て

唐
詩
選

と
重
複
し
て
い

る
。
重
複
し
て
い
な
い
杜
甫
の
詩
は

陪
諸
貴
公
子
丈
八
溝
携
妓
納
涼
晩

際
遇
雨
二
首

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
下
定
他

杜
甫
全
詩

第
一
冊
お

よ
び
吉
川

杜
甫
詩
注

第
二
冊
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
）
に
訳
注
が

見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
千
家
詩

の
五
言
の
部
分
に
収
録
さ
れ
て
い
る

詩
は
、
こ
れ
で
す
べ
て
訳
注
が
揃
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
作
業
を
経
て
、
千
家
詩

所
収
作
品
の
日
本
に
お
け
る
紹
介

状
況
を
、
ほ
ぼ
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
是
非
と
も
押
さ
え
て
お
く
べ

き
主
要
な
文
献
は
一
通
り
確
認
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
な
お
も
調
査
に

不
十
分
な
点
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
も
し
決
定
的
な
遺
漏
が
あ
れ
ば
、

是
非
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
七
言
絶
句
に
つ
い
て
。
唐
詩
三
十
三
首
の
う
ち
、
三
体
詩

唐

詩
選

唐
詩
三
百
首

の
い
ず
れ
か
に
収
録
さ
れ
て
い
る
詩
は
十
九
首
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を
占
め
て
い（
）る。

詳
し
く
見
る
な
ら
ば
、
三
体
詩

十
三
首
、
唐
詩

選

八
首
、
唐
詩
三
百
首

八
首
と
な
り
、
三
体
詩

と
の
重
複
が
最

も
多
い
。
残
り
の
詩
も
お
お
む
ね
名
作
で
あ
り
、
大
半
の
作
品
が
◎
ま
た

は
◯
と
な
っ
て
い
る
。
若
干
の
例
外
と
し
て
、
高
蟾

下
第
後
上
永
崇
高

侍
郎

は
柏
木

聯
珠
詩
格

以
外
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ず
△
、
李

嘉
祐

寄
王
舎
人
竹
楼

は
ま
っ
た
く
訳
注
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ず

。
い
ず
れ
も
唐
代
で
は
マ
イ
ナ
ー
な
詩
人
の
作
品
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
宋
詩
六
十
一
首
の
場
合
、
数
量
が
多
い
こ
と
に
加
え
作
品

が
玉
石
混
淆
な
た
め
も
あ
り
、
紹
介
の
程
度
に
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
見

ら
れ
る
。
銭
鍾
書

宋
詩
選
注

所
収
の
作
品
は
十
首
、
松
浦

続
鑑
賞

辞
典

は
司
馬
光
と
蘇
軾
の
合
計
三
首
を
収
録
、
ま
た
朱
熹
の
四
首
も
単

独
の
訳
注
が
あ
る
。
こ
の
他
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
漢
詩
テ
キ
ス
ト
な
ど
で
も
か
な

り
の
程
度
個
別
に
紹
介
さ
れ
て
は
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
◎
と
◯
を
あ

わ
せ
て
も
三
十
三
首
と
約
半
数
に
と
ど
ま
り
、
△
が
四
首
、

が
二
十
四

首
と
、
約
四
割
の
詩
が
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
七
言
律
詩
に
つ
い
て
。
唐
詩
二
十
四
首
の
う
ち
、
三
体
詩

唐
詩
選

唐
詩
三
百
首

の
い
ず
れ
か
に
収
録
さ
れ
て
い
る
詩
は
十
三

首
を
占
め
て
い
る
。
詳
し
く
見
る
な
ら
ば
、
三
体
詩

六
首
、
唐
詩

選

八
首
、
唐
詩
三
百
首

五
首
と
な
り
、
唐
詩
選

と
の
重
複
が
最

も
多
い
。
残
り
の
詩
も
お
お
む
ね
名
作
で
あ
り
、
大
半
の
作
品
が
◎
ま
た

は
◯
と
な
っ
て
い
る
。
唯
一
の
例
外
は
趙ち

ょ
う

嘏か

の
作
と
さ
れ
る
一
首
で
、

ま
っ
た
く
訳
注
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ず

。
あ
る
い
は
趙
嘏
の
作
風

を
模
倣
し
た
後
世
の
偽
作
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

宋
詩
二
十
二
首
は
、
絶
句
の
場
合
と
同
様
、
紹
介
の
程
度
に
か
な
り
の

ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。
林
逋
、
晏
殊
、
欧
陽
修
ら
の
作
品
は
紹
介
さ
れ

る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
て
お
り
、
特
に
林
逋
の
詩
は
松
浦

続
解
釈
辞
典

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
◎
と
◯
を
あ
わ
せ
て
も
九
首
に
と
ど
ま
り
、

△
が
一
首
、

が
十
二
首
。
過
半
数
の
作
品
が
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
な
い

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、
千
家
詩

の
七
言
部
分
に
つ
い
て
は
、
唐
詩
の

場
合
は
若
干
の
例
外
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
の
詩
が
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
、
宋
詩
の
場
合
は
絶
句
・
律
詩
の
い
ず
れ
も
、
ま
だ
紹
介
さ

れ
て
い
な
い
作
品
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

か
つ
て
、
私
は

千
家
詩

所
収
の
作
品
す
べ
て
の
訳
注
を
作
る
こ
と

を
夢
見
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
し
か
し
時
の
流
れ
と
共
に
、
徐
々
に
考

え
が
変
わ
っ
て
行
っ
た
。
時
間
を
か
け
れ
ば
全
詩
の
訳
注
を
作
る
こ
と
は

不
可
能
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
仮
に
で
き
た
と
し
て
、
果
た
し
て

ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
何
と
言
っ
て
も
、
五
言
の
部
分

は
ほ
と
ん
ど
が

唐
詩
選

と
重
複
し
て
い
る
の
で
、
今
さ
ら
新
し
い
訳

注
を
作
っ
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
と
な
る
と
、
残
る
は
七
言
の
部
分

で
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
今
さ
ら
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
詩
が
少
な
く
な

い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
宋
詩
を
中
心
に
研
究
を
続
け
て
来
た
私
と
し
て

は
、
千
家
詩

七
言
部
分
の
う
ち
、
ま
だ
訳
注
の
存
在
し
な
い
宋
詩
の
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部
分
（
主
に
宋
代
の
無
名
詩
人
た
ち
）
を
、
今
後
の
主
な
研
究
対
象
に
定

め
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。
あ
る
い
は

労
多
く
し
て
功
少
な
し

と

い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
詩
を
研
究
す
る
こ
と

は
、
学
術
的
に
一
定
の
意
義
が
あ
る
は
ず
と
、
私
は
考
え
て
い
る
。
私
の

千
家
詩

研
究
は
、
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
小
稿
が
少
し
で
も
漢
詩
の
研
究
者
お
よ
び
愛
好
家
の
参

考
に
な
る
こ
と
を
念
じ
つ
つ
、
筆
を
擱
く
こ
と
に
し
た
い
。

（

）  

千
家
詩

の
成
立
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
楊
万
里
等
注
評

図
文
本

千
家
詩
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
前
言
参
照
。

（

）  

い
わ
ゆ
る
杜
牧

清
明

詩
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
松
浦
友
久

校

注
唐
詩
解
釈
辞
典

参
照
。

（

）  

こ
の
他
、
唐
詩
選

に
は
齋
藤
晌

唐
詩
選
（
集
英
社
、
一
九
九

六
）、
高
木
正
一

唐
詩
選
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
）
な
ど
が
あ

り
、
唐
詩
三
百
首

に
は
田
部
井
文
雄

唐
詩
三
百
首
詳
解
（
大
修
館

書
店
、
一
九
八
八
）、
江
口
孝
夫

対
訳
唐
詩
三
百
首
（
勉
誠
出
版
、
二

〇
〇
八
）
な
ど
が
あ
る
。

（

）  

小
沢
書
店
発
行
の
中
国
名
詩
鑑
賞
シ
リ
ー
ズ
は
、
一
通
り
参
照
し
た
も

の
の
、
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
し
た
。
重
要
度
が
低
い
と
判
断
し
た
た
め
で

は
な
く
、
調
査
が
後
回
し
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
大
変
申
し
訳
な
い
こ

と
で
あ
る
が
、
仮
に
こ
れ
ら
を
記
載
し
た
と
し
て
も
、
調
査
結
果
に
大
き

な
変
更
は
起
こ
ら
な
い
。

（

）  

以
下
に

訳
注

と
あ
る
の
は
、
当
然
な
が
ら
、
す
べ
て
現
代
日
本
語

に
よ
る
訳
注
を
さ
す
。
現
代
中
国
語
に
よ
る
訳
注
と
し
て
は
、
前
掲
の
李

夢
生

千
家
詩
全
解

が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（

）  

た
だ
し
杜
常

華
清
宮

を
除
く
。
本
稿
で
は
同
詩
を
宋
詩
と
し
て

扱
っ
た
た
め
で
あ
る
。


